
宮下惇信翁頌徳碑と宮下理兵衛の業績

宮下理兵衛の「諱（いみな）」について
『諏訪形誌』では、宮下理兵衛の「諱」を「惇
徳」としてきました。これを採用した理由は、
『蚕都上田ものがたり（上田小県現代研究会）』
の記述に従ったもののようです。しかし、文献
のみならず、頌徳碑にも明らかに「惇信」とな
っているため、本稿では「惇信」を採用します。
『諏訪形誌』の記載は訂正が必要と思われます。 上の写真は頌徳碑の上部

田中の道祖神にほど近い場所、宮下健さん宅の庭先に「宮下惇信翁頌徳碑」があります。下の右側は
『上田市誌』からの引用、左はおおよその意味です。



『諏訪形誌』１８２ページではこの碑のことを次のように紹介しています。なお、現在の当主宮下健
さんは宮下惇信の曽孫にあたる方です。

宮下惇徳は本名明義、通称理兵衛。天保８（１８３７）年生まれ、
明治２９（１８９６）年に５９歳で亡くなっています。江戸時代末期
から明治時代にかけて、諏訪形など多くの地域でインフラ整備や産業
振興、教育などの面で多大な功績を残した人です。惇信の没後、門人
たちがその徳をたたえて、「頌徳碑」を建立しました。この碑は現在、
理兵衛の子孫にあたる宮下健さん宅の一角にあります。

頌徳碑は、高さ約１８０センチメートル、幅約９０センチメートル、
厚さ約４０センチメートルの自然石で、碑文は３００字余りの漢文で
彫られています。

頌徳碑上部の題字は、後に枢密院副議長を務めた東久世通禧（ひが
しくぜみちとみ）が揮毫し、撰文は勅任官の辻新次が行いました。な
お、東久世通禧は幕末、急進的な尊皇攘夷派の人で、文久3年（１８
６３）、佐幕派に追われて長州まで都落ちした七人の公家（「七卿落ち」
と呼ばれる事件です）のうちのひとりです。明治維新後は、明治政府
の外交などに腕を振いました。このような人が揮毫しているというこ
とは、宮下惇徳が明治政府の要人たちにも知られた人であったことを
示しています。

宮下理兵衛（惇信）は諏訪形の行政、産業をはじめ地域の発展や教育にも大きな足跡を残しました。
『諏訪形誌』６４ページでは理兵衛の業績について、次のように紹介しています。

明治７年（１８７４）には、さらに「大区・小区制」が施行され、これによって諏訪形村は中之条
村、御所村、小牧村とともに「第十大区・第一小区」に属することになりました。大区には区長、副
区長が、また、小区には戸長、副戸長が置かれ、戸長には中之条村の中澤傳五右衛門が、副戸長には
御所村の横関享兵衛が就任しました。その後、明治１２年（１８７９）に郡役所が設置された時には、
諏訪形村では戸長に宮下理兵衛の名が記録されています。

諏訪形に残っている記録に、明治４年と明治１２年（１８７９）
から明治１６年（１８８３）まで宮下理兵衛（惇信）が諏訪形の区
長を務めたと記録されています。ただ、明治５年から明治１１年ま
での区長が誰だったのかについての記録が残っていないため確認で
きませんが、この間も宮下理兵衛が区長を務めていた可能性もあり
ます。

江戸時代末期の嘉永元年（１８４８）、安政６年（１８５９）、慶
応２年・３年（１８６６・６７）の庄屋にも「宮下理兵衛」の名が
見られます。嘉永元年には理兵衛はまだ１１歳なので、別人である
と思われます（文化６年（１８０９）から天保９年（１８３８）ま
での間に「利兵衛」「理兵衛」の名が出てくることから混乱した可能
性はあります）が、安政６年だと惇信（理兵衛）は22歳なので、可
能性は十分にありそうです。

宮下理兵衛
（作者不明：宮下健さん蔵）

『諏訪形誌』７５ページには

寛政年間（１７８９～１８００）に田子栄三が開いた御所村の「松恵堂」三代目の田子温廉の一番
弟子だった諏訪形出身の宮下理兵衛は、明治初年から同６年（１８７３）にかけて諏訪形村内に寺子
屋を開き、５０余人の子どもたちを教えました。

と紹介されていて、惇信（宮下理兵衛）は地域の教育のためにも尽力したことがわかります。惇信が
教えていた寺子屋は現在の荒神宮西側あたりにあったものと思われます。



『諏訪形誌』１３３ページには、以下のような記載もあります。

明治４年（１８７１）６月３ 日 、諏訪形の宮下理兵衛、細川吉兵衛の両名は、前橋藩に上田藩の
添書を付けて器械製糸の伝習を願い出ました。６月２７日、上田藩士田中鼎三と世話人で諏訪形に住
んでいた荒井助次郎が、子女７名を引きつれ前橋に赴いて繰糸技術を習得して帰り、宮下、細川らが
長野県最初の器械製糸場を立ち上げたことは、以前にも述べました。上田市誌『蚕都上田と栄光』に
よれば、『諏訪形製糸所工場給料会計簿』が細川三郎家文書の中に残されていたと記録されています
が、詳細は不明です。この時期、諏訪形ばかりではなく、上小地域では次々に器械製糸場が開業し、
生糸の海外輸出全盛の一翼を担いました。大正９年（１９２０）には、蚕糸雑誌株式会社が設立され、
諏訪形の宮下智三郎（理兵衛の三男）が社長に就任、雑誌『蚕糸』が発刊されています。また、明治
２５年（１８９２）創立の、郡立小県蚕業学校（現上田東高等学校）を卒業し、養蚕教師になった青
年たちが諏訪形にも多数いて、全国各地に出向いて養蚕の指導に活躍していました。このように、諏
訪形は蚕種、養蚕、製糸との関わりが深く、「蚕都上田」の形成にも大きく影響して栄えました。

この記述から、惇信（理兵衛）が諏訪形のみならず、蚕都上田の発展に多いに貢献したことがわかり
ます。理兵衛の活躍については、『上田市誌 近現代編（２） 蚕都上田の栄光』の中にも「宮下理兵
衛前橋製糸所へ」として記載されています。

また、『坂城町 中之条村 塚田瀬左衛門家 文書目録』の中にも宮下理兵衛の名が見られます。こ
の文書の中に、諏訪形邑宮下理兵衛から中之條村塚田耕蔵に宛てた「大至急要用（封書）」と「小作米
御勘定御承知被成下度（状）」が記録されています。残念ながら、日付は入っていません。しかし、理
兵衛が他地区の有力者とも交流があったことがわかります。

このように、宮下理兵衛は産業、教育文化、行政など多くの分野で力を発揮し、地域のために尽くし
た人です。また、この碑を建立するにあたって明治政府の高官が揮毫していることなどからも、惇徳は
この地域のみならず、政府の中枢でも知られ、評価されていた人であったことが想像されます。

諏訪形には筆塚はないのですが、この「宮下惇信翁頌徳碑」は「筆塚」ではないにしても、石碑にあ
るとおり「門人たちがその徳を懐んで建立した」わけで、ある意味では「筆塚」に代わるもの、と考え
ても良いのかもしれません。


